
中津渓谷ゆの森リニューアルオープン

広報によど川 11月号 《8》

用
居
分
団
が
優
勝

　
　
　
 
森
分
団
も
第
３
位

森
分
団
の
選
手
迯
前
列
左
か
ら
２
番
員
・
掛

水
宏
昭
団
員
、
補
助
員
・
片
岡
永
吾
班
長
、

後
列
左
か
ら
指
揮
者
・
齋
藤
新
一
部
長
、
１

番
員
・
合
田
真
也
団
員
、
３
番
員
・
若
藤
正

樹
班
長
、
４
番
員
・
片
岡
一
雄
部
長

用居分団の選手：前列左から２番員・三本大
地団員、指揮者・西森一忠班長、後列左から
３番員・奥田誠団員、１番員・瀧本紘平団員、
補助員・大田剛団員

小型ポンプの部・用居分団　優勝

自動車ポンプの部・森分団　第３位

総合の部・仁淀川町消防団　準優勝

　10月３日にリニューアルオープンした中津渓谷ゆの森へ取材に行っ

てきました。
 

支配人の井上秀彦さんにお話を伺いました
　まず、今回のリニューアルオープンの目玉は、宿泊の方専用の２階レ

ストランがオープンしたこと。以前食事は１階レストランだけだったた

め、宿泊客の方でいっぱいの時間帯は、一般のお客様や地元の方にご不

便をかけてしまい心苦しく感じていたそうです。

　１階レストラン「ポンテ」はメニューと内装を一新し、ゆっくりと食

事を楽しめるようになりました。

　２階レストランでいただく宿泊の方のお食事は、より豪華になった「和

食膳」「フレンチフルコース」の２種類。事前に予約すれば、食事のみ

でも利用できるそうです。

　そのほか温泉も改装を行い、より快適な癒やしの空間として生まれ変

わっています。（21頁に関連記事）

中津渓谷ゆの森リニューアルオープン

子どもの読書活動支援員便り

※

ゆっくり快適な時間を過ごしに

“新しいゆの森”へぜひお越し

ください

２
階
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

　   

宿
泊
客
専
用
レ
ス
ト
ラ
ン

井
上
支
配
人（
左
）と

 

　  

　
　
宗
石
料
理
長

高知県消防操法大会
10
月
４
日
　
高
知
県
消
防
学
校
（
い
の
町
）

で
、
平
成
二
十
一
年
度
高
知
県
消
防
操
法
大

会
（
高
知
県
・
（
財
）
高
知
県
消
防
協
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
火
災
・
災
害
時
に
お
け
る

迅
速
な
消
防
活
動
を
可
能
に
す
る
技
術
向
上

を
目
的
と
し
、
二
年
ご
と
に
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
県
内
各
地
区
で
予
選
突
破
を
果
た

し
た
代
表
三
十
六
チ
ー
ム
総
勢
百
九
十
八
人

が
出
場
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
町
消
防
大

会
操
法
競
技
で
優
勝
し
た
用
居
分
団
と
森
分

団
が
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
操
法
競
技
は
後
方
の
防
火
水
槽
か
ら
水
を

取
り
、
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
前
方
の
火
点

に
放
水
す
る
も
の
で
す
。
火
点
の
的
が
倒

れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
と
、
技
術
の
正
確
さ

や
節
度
あ
る
動
作
な
ど
が
審
査
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
用
居
・
森
両
分
団
の
選
手
は
、
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
た
迅
速
で
確
実
な
行
動
と
、

お
互
い
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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小
型
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ン
プ（

　　
）

ポ
ン

プ
車



秋葉神社秋季大祭都の太鼓踊り

《9》 広報によど川 11月号

10
月
11
日
　
星
ヶ
窪
キ
ャ
ン
プ

場
で
「
星
ヶ
窪
ハ
イ
キ
ン
グ
」

が
実
施
さ
れ
、
約
三
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
仁
淀
和
太
鼓
「
一

圓
想
」
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
や
、

大
目
真
壱
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ

ナ
演
奏
、
堀
内
佳
さ
ん
の
青
空

コ
ン
サ
ー
ト
が
次
々
と
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
き
ん
ま
（
ソ
リ
）
遊

び
や
紙
飛
行
機
飛
ば
し
大
会
な

ど
も
盛
況
で
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

10月11日　別枝の秋葉神社で秋季大祭が行われ、

国の重要無形民俗文化財に指定されている名野川

磐門神楽が奉納されました。

 訪れた大勢の参拝者も足をとめて、伝統の舞に

見入っていました。

秋葉神社秋季大祭

子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り

山
里
で
満
喫
！

星
ヶ
窪
ハ
イ
キ
ン
グ

唄
と
太
鼓
に
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　  

優
美
な
踊
り

人
々
の
笑
い
を
誘
う
豊
熟
の
舞

10月10日　都の皇陵塚前で太鼓踊りが奉納されまし

た。都集落で数百年前より絶えることなく伝承されて

きた太鼓踊りは、毎年旧暦８月２２日に奉納されます。

　標高７００㍍の深い山中に、唄と太鼓がこだまし

ました。

都の太鼓踊り



　桂地区は、仁淀総合支所から車で約

20分。９月末現在５世帯、10人、高瀬

地域の集落です。

桂

集落見聞録
（第38回）

か つ ら

畑
を
守
り
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
山
峡
の
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
大
野
久
さ
ん

と
大
野
惠
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
昔
は
お
茶
を
栽
培
し
て
生
活

し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
自
家

用
と
親
族
に
配
る
茶
を
作
る
程
度
。

　
す
ぐ
近
く
に
山
が
あ
る
の
で
、

冬
は
正
午
か
ら
午
後
三
時
頃
ま

で
の
短
い
時
間
し
か
陽
が
あ
た

ら
ず
と
て
も
寒
い
そ
う
で
す
。

　
「
け
ん
か
し
よ
う
に
も
人
が

お
ら
ん
き
、
皆
仲
は
え
い
よ
。

一
日
外
で
人
に
会
わ
ん
日
も
あ

る
が
で
よ
」
と
お
二
人
。

　
「
山
ば
っ
か
り
で
交
通
の
便

も
悪
い
、
ま
あ
良
い
と
こ
ろ
は

一
つ
も
無
い
ね
。
よ
く
こ
ん
な

所
に
嫁
に
来
て
く
れ
た
も
ん
よ
」

と
冗
談
交
じ
り
で
集
落
に
つ
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
山
や
畑
を
守
り
、

隣
近
所
で
助
け
合
っ
て
生
活
し

て
こ
ら
れ
た
桂
集
落
の
皆
さ
ん
。

趣
味
に
畑
仕
事
に
、
忙
し
い
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

地
名
の
由
来

　
桂
集
落
の
西
南
の
山
上
の
密

林
に
八
面
と
い
う
妖
怪
が
住
ん

で
い
た
。
頻
繁
に
出
没
し
人
畜

や
農
作
物
の
被
害
が
多
く
、
里

人
た
ち
は
恐
怖
に
お
の
の
き
、
不

安
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　
里
人
は
八
面
を
欺
い
て
ワ
ナ

を
か
け
退
治
し
た
が
、
そ
の
後

村
里
に
不
思
議
な
こ
と
や
不
幸

が
続
い
た
。

　
惨
殺
さ
れ
た
八
面
の
霊
を
神

と
し
て
祭
り
、
宮
を
建
て
て
供

養
を
営
ん
だ
と
こ
ろ
、
以
後
何

事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
地
名
を
八
面

と
言
っ
て
き
た
が
、
い
つ
し
か

な
ま
っ
て
カ
ツ
ラ
と
な
っ
た
と

い
う
。

　
ま
た
桂
の
老
樹
の
密
林
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
桂
の
地
名
が

起
こ
っ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。

大野久さん（左）と大野惠さん

桂集落

冬には近くの山が陽を隠します

広報によど川 11月号 《10》

　桂の氏神。平成１１年３月改

築。祭神は猿田彦命。明治３年

に「川上三社大権現」から「川

上神社」に改称。

　言い伝えによると、文治の

昔、大野熊助（桂の大野氏の元

祖）という者が、安徳天皇に供

奉して京都を立つとき、伏見か

ら御本尊を背負ってこの地に来

り、勧請したものといわれる。

吾川自動車吾川自動車

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん

さる た ひこのみこと

や
つ
ら

川上神社




